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1．はじめに 

 サツマイモは，台風，干魃などの自然災害に強く，痩せた酸性土壌を好み，比較的生産性が高い．このため，南

九州（鹿児島県，宮崎県）ではサツマイモの栽培が盛んであり，地域の農業や食品産業を支える重要な基幹作物と

なっている．しかしながら，2018 年度に鹿児島県内で初確認された基腐病の影響を受け，2021 年度のサツマイモの

収量は 1,850kg/10a と減少し，2017 年度（2,730kg/10a）の 2/3 程度となっている 1）．基腐病は，Diaporthe destruens

という糸状菌やその胞子に種芋や苗及び株の基部が感染することで発生する．これらの被害拡大の予防手段として，

種芋の蒸気殺菌や苗の薬剤消毒，圃場の排水対策，土壌消毒が行われている 2)．また，基腐病は罹病残渣中の病原

菌が土壌中に集積することによって発病すると推定され，これを防除するために，収穫後の残渣についても耕耘を

繰返し，残渣分解を促進させている 2)．一方で，農薬など化学的に基腐病菌を静菌させ，被害拡大を抑制する技術

開発は行われていない． 

本研究では，基腐病菌と同様，真菌類に分類される食用きのこの菌糸の伸長が針葉樹おが屑に含まれるフェノー

ル成分やテルペン類等の抗菌物質に阻害されることに着目し,スギ，ヒノキの樹皮成分が基腐病菌に対して静菌効

果が認められるか，シャーレ試験で検討した． 

2．試験方法 

本試験では，まず，鹿児島県薩摩郡さつま町の木材加工場の敷地内に 1 ヶ月程度積まれたスギ木材，ヒノキ木材

の樹皮を剥ぎ，これらを 60℃の温風乾燥機で乾燥後，ハンマークラッシャー（三床インダストリー株式会社，NH-

34S）で粉砕後，2mm 篩を通過させたスギ樹皮粉末，ヒノキ樹皮粉末を準備した． 

つぎに，樹皮粉末に含まれる成分の基腐病菌に対する静菌効果を確認するために PDA 培地（日本製薬株式会社，

Potato extract：4.0g/L，Dextrose：20.0g/L，Agar：15g/L）に寒天量の 5%に相当する樹皮粉末を直接培地に添加

した試験区と対照区（BL1）を準備した．さらに，樹皮粉末 5g を蒸留水 50mL に添加し，熱水抽出操作（121℃で 20

分間）により得たろ液（0.45μｍ）を PDA 培地に添加した試験区，樹皮粉末 5g を 50ml のヘキサン（和光純薬工業，

96.0％），メタノール（和光純薬工業，99.8%）に１時間浸漬させた後，ろ過（クラボウ，ステラディスク 13S 0.2μm）

操作により得たろ液を PDA 培地に添加した試験区およびヘキサンのみ，メタノールのみを PDA 培地に添加した試験

区（BL2）,試験区(BL3）を準備した．これらの試料は 121℃で 20 分間，高圧滅菌処理を施し，その後，クリーンベ

ンチ内で各試験区 6 枚のシャーレ（IWAKI，滅菌シャーレ浅型 90×15mm）に 25mL ずつ分注した．なお，シャーレ 1

枚あたりの添加量は，樹皮粉末で 18.75mg，樹皮の抽出液で 18.75mg 相当量とした． 

 その後，培地中央部に直径 4mm のコルクボーラーで穴を開け，農業生物資源ジーバンクから配布された基腐菌（D．

destruens,MAFF 番号：246953）一白金耳を液体培地 10m L（DifcoTM Potato Dextrose Broth）に分散させ，30℃で

1 週間培養し，各培地にその上澄液 50μL を接種した． 

 培養は，30℃のインキュベーター内で行い 21 日間行った．その間，1 週間ごとに菌糸の伸長率を調査し，樹皮粉

末，樹皮抽出成分の静菌効果の有無を確認した． 

3．試験結果及び考察 

 図-1 にスギ樹皮粉末，ヒノキ樹皮粉末を含む培地で培

養した基腐病菌の菌糸伸長率の経時変化を示す．全体的

な傾向として，樹皮粉末添加区では対照区と比較して菌

糸の伸長が抑制された．特に，接種後，1 週間は両樹皮

粉末とも基腐菌の伸長は認められなかった．その後は，

両樹皮添加区とも徐々に菌糸が伸長したが，21 日間の試

験期間において対照区と比較してスギ樹皮粉末添加区

で 85％，ヒノキ樹皮粉末添加区で 79％，基腐病菌の菌糸

伸長抑制効果が見られた． 
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図-1 樹皮粉末添加による基腐病菌の静菌効果 
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図-2 に熱水抽出液を含む培地で培養した基腐病菌の

菌糸伸長率の経時変化を示す．熱水抽出液では，対照区

との有意差はなく，静菌効果は認められなかった．熱水

抽出では抗真菌作用がある成分がほとんど溶出しなかっ

たことが影響していると考えられる． 

図-3にヘキサン抽出液を含む培地で培養した基腐病菌

の菌糸伸長率の経時変化を示す．ヘキサン抽出液を添加

した場合は菌糸の伸長は抑制されたが，樹皮粉末を添加

した場合と比較して低いレベルであった．山内ら 3）は，

スギおよびヒノキ樹皮のヘキサン抽出物中には，植物病

原菌やグラム陽性菌に抗菌作用をもつフェルギノールな

どのテルペン系化合物が存在していることを報告してい

る．基腐病菌に対しそれらのテルペン系化合物が菌糸の

伸長を抑制したと考えられる． 

図-4 にメタノール抽出液を含む培地で培養した基腐

病菌の菌糸伸長率の経時変化を示す．メタノール抽出液

では，樹皮粉末を直接添加した試験区と同様，強い静菌

効果が確認された（図-5 参照）．渋谷ら 4）は，針葉樹樹

皮抽出成分の抗菌活性について調査し，細菌や放線菌な

どに対し強い抗菌作用を示すヘキサン抽出物は糸状菌

Phanerochaete chrysosporium や Trichoderma reesei に

対して全く抗菌作用はなく，その一方で，酢酸エチル抽

出物やエタノール抽出物は細菌や放線菌に対し，抗菌性

は弱いが，これらの糸状菌に対して，抗菌性が強いこと

を報告している．基腐病菌 D.destruens は上記糸状菌と

同様，真菌類であることから，極性溶媒のメタノール抽

出物についても抗菌性が強かったものと考えられる．ま

たメタノールの極性はこれらの物質よりも高い（水＞メ

タノール＞エタノール＞酢酸エチル＞ヘキサン）ことか

ら，上記溶媒で抽出された物質とは異なる成分が，基腐

病菌の静菌効果をもたらしていると推察された． 

4．おわりに 

 本研究では，スギ，ヒノキの樹皮成分が基腐病菌に対

して静菌効果が認められるか，PDA 培地に樹皮粉末を直

接添加した試験区，熱水抽出物および溶媒抽出物を添加

した試験区を準備し，シャーレ試験を実施した．その結

果，21 日間の試験期間において対照区と比較してスギ樹

皮粉末添加区で 85％，ヒノキ樹皮粉末添加区で 79％，

基腐病菌の菌糸伸長抑制効果が見られた．また，メタノ

ール抽出液を添加した試験区では，樹皮粉末を直接添加

した試験区と同様，強い静菌効果が認めたれた．今後は，

メタノール抽出液を TOF-MS や HPLC で分析し，物質の

同定・シャーレ試験を継続し，最終的には自然由来の植

物病害防除剤の開発に繋げたい． 
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の抗菌活性について，東京大学農学部演習林報告，99,219-233，1988. 

図-2 熱水抽出液添加による基腐病菌の静菌効果 
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図-3 ヘキサン抽出液添加による基腐病菌の静菌効果 
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図-4 メタノール抽出液添加による基腐病菌の静菌効果 
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図-5 培養 21 日目（スギ）における基腐病菌の 
伸長状況 
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